
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 沼影 小学校 ）     学校番号 ２７                            【様式】 

目 指 す 学 校 像  児童一人ひとりの自己実現がはかれる学校        

          

重 点 目 標 

１ 子どもの自律を引き出す教育活動、さいたまSTEAMS教育の推進 
２ 細やかな教育支援・教育相談と安心・安全な学校生活の充実 
３ 保護者・地域との連携・協働の強化 
４ チーム沼影として教育活動に取り組む組織づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月１０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査において、国語は全

国、市平均と比べ概ね良好な結果である。  

○全国学力・学習状況調査の質問紙調査の結果分

析から、話し合い活動を通じて、自分の考えを

深めたり、広げたりすることができると肯定的

に回答した児童の割合が高い。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査において、算数は評価

の観点別でみると全国、市平均と比べ概ね良好

な結果であるが、領域別でみると図形と測定で

課題が見られる。 

○市学習状況調査の質問紙調査の結果分析から、

新しい問題に出会った時、解いてみたいと思う

と肯定的に回答した割合に課題がみられる。 

・子どもの自律

を引き出す教

育活動 

 

 

 

 

①デジタル教材等を活用し、基礎的・基

本的な学習に繰り返し取り組む時間

の設定及び取組状況の把握を通し

て、児童が目標をもって学習できる

ようにする。 

②全国学力・学習状況調査について、児

童が自己採点を行い、自らの学習状

況を把握できるようにする。 

③全教科を通して、新しい課題に対して

解決の見通しをもたせ、自力解決す

る場を設定するとともに、振り返り

の場を設定する。 

①学校評価に係る児童アンケートにおい

て、関連する項目の肯定的な回答の割

合が９０％以上となったか。 

②自己採点の結果を基に、児童が自らの

学習状況を把握し、目標を立て、その

達成に向けて行動ができるようになっ

たか。 

③全教科を通して、児童が自力解決する

場、学習を振り返る場を設けることが

できたか。また、学校評価に係る児童

アンケートにおいて、関連する項目の

肯定的な回答の割合が８０％以上とな

ったか。 

○学校評価（児童）のうち、学習に関する項

目における肯定的な回答の割合 

【学習に向かう力 88％】 

【学習内容の理解 97％】 

【学習の振り返り 94％】 

 【計画的な学習 86％】 

○児童自らが学習状況を把握し、今後の学習

につなげる機会を設けた。 

 

Ａ 

・本年度の具体的方策について、引き

続き取り組むとともに、児童の自律

を引き出す教育活動の更なる充実に

努める。 

・学習に向かう力の育成を図るため、

協働的な学び、体験的な学びの充実

を図る。 

 

・受け身の授業から児童参加型

の授業に転換していることが

感じられ、子どもの自主性や

考える力が養われると思う。 

 

・協働的な学びが充実されてい

ると思った。いまの児童は、

タブレットでの学習が楽しい

と感じている子が多いのでは

ないか。 

 

・体育科を中心に推進した研究

成果に基づいて、各教科×

STEAMS に取り組んでほしい。 

・本校の特色あ

る さ い た ま

STEAMS 教育の

実施 

①学校課題研究として体育科を中心に取

り組む STEAMS 的思考を、各教科の中

で実践する。 

②教科等の学びを深める ICT を活用した

授業を実践する。 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて、関連する項目の肯定的な回答

の割合が８０％以上となったか。 

②全教員が教科等の学びを深める ICT を

活用した授業公開を実施したか。 

○学校評価（教職員）STEAMS 教育における肯

定的な回答の割合【65％】 

○全教員が、ICT を活用した授業公開を実施 Ｂ 

・体育科を中心に研究を進めた STEAMS

的思考を育む指導について、研修等

を通じて各教科の実践にもつなげ

る。 
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〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査及び市学習状況調査の

質問紙調査の結果分析から、学校に行くのが楽

しいと肯定的に回答した児童の割合が高い。 

○学校評価の結果分析から、学校での生活が毎日

楽しいと肯定的に回答した児童の割合が高い。 

〈課題〉 

○コロナ禍によるストレス等、生活の変化が児童

の心身に与える影響が大きく、引き続き、児童

一人ひとりの状況を的確に把握し、組織的に支

援・相談していく体制づくりが課題である。 

○教職員による施設設備の安全点検を確実に行う

だけでなく、児童が自ら危険を予測したり、回

避したりする力をはぐくむことが課題である。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

相談に向けた

校内体制の充

実 

①生徒指導・教育相談部会等の児童を支

援する関係者が集う場を定期的に開

催し、情報共有を行い、児童への具

体的な支援につなげる。 

②本校独自の取組「心のカード」を定期

的に実施し、必要に応じて関係者で

情報共有し、支援につなげる。 

①部会を毎月実施し、SC や SSW を含め

た関係者間で情報共有し、具体的な支

援につながることができたか。 

②毎月実施し、必要に応じて、関係者間

で情報共有し、具体的な支援につなげ

ることができたか。 

○SC や SSW を含めた関係者間において、情報

共有及び具体的な支援の確認を毎月実施 

 

Ａ 

・本年度の具体的方策について、引き

続き取り組むことで、関係者間で連

携を図り、児童への具体的な支援に

つなげる。 

 

・コロナ禍で「学校に行くのが

楽しい」「元気に挨拶してい

る」の児童の割合が高く安心

した。 

・教員に対する信頼度も高く、

保護者も安心して児童を送り

出していると感じる。 

・委員も見守り運動を兼ねてあ

いさつ運動に参加すると地域

交流にもなりよい取組になる

と思う。 

・「安心・安全な学校生活の充

実」は、評価指標と達成状況

からＡ評価でもよいのではな

いか。 

・安心、安全な

学校生活の充

実 

 

①児童の主体的な取組による安心、安全

な学校づくりに向け、企画委員会等

が中心となり挨拶運動などを行う。 

②事故・ケガの防止に向け、保健の授

業、交通安全教室やスマホ・タブレ

ット安全教室等、体験的な学びの場

を設定する。 

 

①取組が年間を通じて行われ、学校評価

に係る保護者及び児童アンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答の

割合が前年度を上回ったか。 

②計画的に体験的な学びの場を設け、十

分な安全教育の指導が行われたか。 

○学校評価（児童・保護者）挨拶における肯

定的な回答の割合 

 【児童 Ｒ３ 94％ ⇒ Ｒ４ 87％】 

 【保護者 Ｒ３ 85％ ⇒ Ｒ４ 86％】 

○交通安全教室（１年）、防犯教室（２年）

自転車運転免許講習（４年）、スマホ・タ

ブレット安全教室（６年）の実施 

Ｂ 

・本年度の具体的方策について、引き

続き取り組むとともに、企画委員会

や保健委員会等の児童が中心となる

活動の充実を図る。 
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〈現状〉 

○令和３年度に、本校の学校運営協議会準備委員

会を立ち上げ、目指す児童の姿について熟議を

積み重ね、「あいさつ」をキーワードとするこ

とを共有した。 

〈課題〉 

○学校運営協議会準備委員会にて共有した目指す

児童の姿を、家庭、地域に広め、地域に住み、

地域に集う全ての人々と共有できるようにす

る。また、児童に育てたい力についてさらに熟

議し、その実現に向けた方策を定め、継続的な

取組に向けた一歩を踏み出す。 

・保護者、地域

との連携・協

働の強化 

 

①本校の学校 HP に、学校運営協議会及

び SSN の情報を発信するページを作成

し、目指す児童の姿等を家庭、地域と

共有できるようにする。 

②目指す児童の姿等を、防犯ボランティ

アや青少年育成会とも共有し、協働し

て取り組む。 

 

①学校評価に係る保護者アンケートにお

いて、関連する項目の肯定的な回答の

割合が８０％以上となったか。 

②関係する方々と情報共有し、協働して

取り組むことができたか。 

○学校評価（保護者）情報発信における肯定

的な回答の割合【86％】 

○防犯ボランティアの活動方法を変更し、地

域及び保護者との協働により、下校時の通

学路の見守り活動を実施【10 日間 73 名】 
Ａ 

・学校運営協議会及び SSN に係る情報

を積極的に発信し、目指す児童の姿

等の共有・協働に努める。 

・防犯ボランティア活動の更なる周知

及び活動の充実を図る。 

 

・地域の掲示板を活用し、挨拶

啓発ポスターを掲示し、地域

住民と情報発信、共有できた

ことは評価できる。 
・三位一体となったあいさつの

取組は、素晴らしいので継

続・拡充してほしい。 
・防犯ボランティア活動は、見

守りだけでなく、地域との交

流にも発展する活動である。 
・校庭を地域のイベント等で利

用し、交流を促すことも必要

と考える。 

・あいさつあふ

れる沼影小地

域に向けた取

組 

 

①企画委員会等と保護者や地域が連携し

た、あいさつあふれる沼影小地域づく

りに関する取組を実施する。 

②小中一貫関係校と連携して、あいさつ

あふれる地域に向けた取組を実施す

る。 

 

①あいさつあふれる沼影小地域を目指

し、児童と地域が連携した取組を実施

することができたか。 

②関係する小・中学校と連携し、あいさ

つあふれる地域に向けた取組を実施す

ることができたか。 

○あいさつあふれる沼影小地域を目指し、児

童と自治会が連携した活動を実施 

○関係する小・中学校と連携したあいさつ運

動の実施【10 日間】 Ａ 

・「あいさつ」をキーワードに、地域

及び関係小・中学校と連携した取り

組みの充実を図る。 
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〈現状〉 

○教科等の学びを深めるツールとした ICT の活用

方法について、エバンジェリストが中心となり

研修を重ねてきている。 

○高学年における教科担任制の実施により、担当

する教科について、より深い教材研究を行うこ

とができている。 

〈課題〉 

○ICT の活用について、教員間で取組の差が見ら

れる。 

・チーム沼影と

して教育活動

に取り組む組

織づくりと働

きやすい職場

の構築 

 

 

①個の対応に頼らない、各主任を中心と

した組織対応を常とする組織づくりを

行う。 

②エバンジェリストを中心に、校内で

ICT を効果的に活用した授業実践事例

を共有し、授業改善に活かす場を構築

する。 

 

①学校自己評価に係る教員アンケートに

おいて、関連する項目の肯定的な回答

の割合が８０％以上となったか。 

②ICT を効果的に活用した授業実践事例

を共有する場を構築するとともに、活

用促進を図る機会を設けることができ

たか。 

○学校評価（教職員）組織対応における肯定

的な回答の割【81％】 

○ICT 活用に係る実践事例を共有する研修の実

施及び ICT を活用した授業参観・協議会の

実施 

Ａ 

・本年度の具体的方策について、引き

続き取り組むとともに、互いに実践

を交流する場や機会の充実を図り、

授業改善につなげる。 

 

 

・ICT を活用した授業改善の具

体的方策が成果を上げていて

大変よい。 

 

・働き方改革の推進は大いに推

奨します。 

 


